
＜５年 音楽科 令和４年度  評価規準＞ 

                 題材名 

目標 

１．「クラップ フレンズ」                 題材名 

目標 

２．「こいのぼり（共通教材）」 

   

月・時数 ４月・２時間 月・時数      ４月・２時間 

知
識
及
び
技
能 

（１）曲想と強弱など音楽の構造との

関わりについて理解するとともに、拍

に合わせ全体の響きを聴いて演奏す

る技能を身に付ける。 

【知―①】「クラップ フレンズ」

の曲想と強弱など音楽の構造

との関わりについて理解してい

る。 

【技―①】拍に合わせ全体の響

きを聴いて演奏する技能を身

に付けている。 

（１）曲想と旋律など音楽の構造と

の関わりや、曲想と歌詞の内容と

の関わりについて理解するととも

に、呼吸や発音の仕方に気を付け

て、自然で無理のない、響きのある

歌い方で歌う技能を身に付ける。 

【知―①】「こいのぼり」の曲想と旋

律など音楽の構造との関わりや、

曲想と歌詞の内容との関わりにつ

いて理解している。 

【技―①】呼吸や発音の仕方に気

を付けて、自然で無理のない、響き

のある歌い方で歌う技能を身に付

けている。 

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力 

（２）手拍子の強弱を聴き取り、それら

の働きが生み出すよさや美しさ、面

白さを感じ取りながら、聴き取ったこ

とと感じ取ったこととの関わりについ

て考え、曲の特徴をふさわしい表現

を工夫し、どのように演奏するかにつ

いて思いや意図をもつ。 

【思―①】手拍子の強弱を聴き

取り、それらの働きが生み出す

よさや美しさ、面白さを感じ取り

ながら、聴き取ったことと感じ取

ったこととの関わりについて考

え、自分たちの演奏する「クラッ

プ フレンズ」の特徴にふさわし

い表現を工夫し、どのように演

奏するかについて思いや意図

をもつ。 

（２）旋律のもつリズム、旋律の流れ

やまとまりを聴き取り、それらの生

み出すよさや面白さを感じ取りなが

ら、聴き取ったことと感じ取ったこと

との関わりについて考え、曲の特徴

にふさわしい表現を工夫し、どのよ

うに歌うかについて思いや意図をも

つ。 

【思―①】「こいのぼり」の旋律のも

つリズム、旋律の流れやまとまりを

聴き取り、それらの生み出すよさや

面白さを感じ取りながら、聴き取っ

たことと感じ取ったこととの関わり

について考え、曲の特徴にふさわ

しい表現を工夫し、どのように歌う

かについて思いや意図をもつ。 

主
体
的
に
学
び
に
取
り
組
む
態
度 

（３）全員で表現をそろえることに興味

をもち、音楽活動を楽しみながら、主

体的・協働的に学習活動に取り組

み、手拍子によるアンサンブルに親

しむ。 

 

【主―①】全員で表現をそろえ

ることに興味をもち、音楽活動

を楽しみながら、主体的・協働

的に学習活動に取り組んでい

る。 

 

（３）歌詞や曲の特徴を生かした表

現に興味をもち、音楽活動を楽しみ

ながら、主体的・協働的に学習活動

に取り組み、日本のうたに親しむ。 

【主―①】「こいのぼり」の歌詞や曲

の特徴を生かした表現に興味をも

ち、音楽活動を楽しみながら、主体

的・協働的に学習活動に取り組ん

でいる。 



＜５年 音楽科 令和３年度  評価規準＞ 

                 題材名 

目標 

３．和音や低音のはたらき                題材名 

目標 

４．「夢色シンフォニー」 

月・時数 ５月・４時間 月・時数      ５月・２時間 

知
識
及
び
技
能 

（１）曲想と音の重なりなど音楽の構

造との関わりについて理解するととも

に、ハ長調の楽譜を見て歌ったり演

奏したりする技能を身に付ける。 

【知―①】曲想と音の重なりな

ど音楽の構造との関わりにつ

いて理解している。 

【技―①】ハ長調の楽譜を見て

歌ったり演奏したりする技能を

身に付けている。 

（１）曲想と旋律など音楽の構造と

の関わりや、曲想と歌詞の内容と

の関わりを理解するとともに、各声

部の歌声や伴奏、全体の響きを聴

いて、自然で無理のない、響きのあ

る歌い方で歌う技能を身に付ける。 

【知―①】「夢色シンフォニー」の曲

想と旋律など音楽の構造との関わ

りや、曲想と歌詞の内容との関わり

を理解している。 

【技―①】各声部の歌声や伴奏、全

体の響きを聴いて、自然で無理の

ない、響きのある歌い方で「夢色シ

ンフォニー」を歌う技能を身に付け

る。 

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力 

（２）和音や低音の響きを聴き取り、

それらの働きが生み出すよさを感じ

取りながら、聴き取ったことと感じ取

ったこととの関わりについて考え、曲

の特徴にふさわしい表現を工夫し、

どのように演奏するかについて思い

や意図をもつ。 

【思―①】和音や低音の響きを

聴き取り、それらの働きが生み

出すよさを感じ取りながら、聴

き取ったことと感じ取ったことと

の関わりについて考え、曲の特

徴にふさわしい表現を工夫し、

どのように演奏するかについて

思いや意図をもっている。 

（２）歌声、旋律の流れや変化を聴

き取り、それらの働きが生み出すよ

さを感じ取りながら、聴き取ったこと

と感じ取ったこととの関わりについ

て考え、曲の特徴にふさわしい表

現を工夫し、どのように歌うかにつ

いて思いや意図をもつ。 

【思―①】歌声、旋律の流れや変化

を聴き取り、それらの働きが生み出

すよさを感じ取りながら、聴き取っ

たことと感じ取ったこととの関わり

について考え、「夢色シンフォニー」

の特徴にふさわしい表現を工夫し、

どのように歌うかについて思いや

意図をもつ。 

主
体
的
に
学
び
に
取
り
組
む
態
度 

（３）和音や低音の働きに興味をも

ち、音楽活動を楽しみながら、主体

的・協働的に学習活動に取り組み、

ハ長調の主要三和音に親しむ。 

【主―①】和音や低音の働きに

興味をもち、音楽活動を楽しみ

ながら、主体的・協働的に学習

活動に取り組んでいる。 

（３）歌詞や曲の特徴を生かした表

現に興味をもち、音楽活動を楽しみ

ながら、主体的・協働的に学習活動

に取り組み、歌唱表現に親しむ。 

【主―①】「夢色シンフォニー」の歌

詞や曲の特徴を生かした表現に興

味をもち、音楽活動を楽しみなが

ら、主体的・協働的に学習活動に

取り組んでいる。 



＜５年 音楽科 令和３年度  評価規準＞ 

                 題材名 

目標 

５．声のひびき合い                 題材名 

目標 

６．オーケストラのみりょく 

 

月・時数 ６月・４時間 ７月・２時間 月・時数       ９月・３時間 

知
識
及
び
技
能 

（１）曲想と声の重なる響きなど音楽

の構造との関わりや、曲想と歌詞の

内容との関わりについて理解すると

ともに、各声部の歌声や伴奏、全体

の響きを聴いて、自然で無理のな

い、響きのある歌い方で歌う技能を

身に付ける。 

【知―①】曲想と声の重なる響

きなど音楽の構造との関わり

や、曲想と歌詞の内容との関

わりについて理解している。 

【技―①】各声部の歌声や伴

奏、全体の響きを聴いて、自然

で無理のない、響きのある歌い

方で歌う技能を身に付けてい

る。 

（１）曲想と楽器群の響きなど音楽

の構造との関わりについて理解す

る。 

【知―①】曲想と楽器群の響きなど

音楽の構造との関わりについて理

解している。 

 

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力 

（２）声の重なる響きや、旋律の特

徴、旋律同士の関わりを聴き取り、そ

れらの働きが生み出すよさや美しさ

を感じ取りながら、聴き取ったことと

感じ取ったこととの関わりについて考

え、それぞれの形態の合唱の響きや

演奏のよさを見出して聴いたり、曲の

特徴にふさわしい表現を工夫し、ど

のように歌うかについて思いや意図

をもつ。 

【思―①】歌声や旋律を聴き取

り、それらの働きが生み出すよ

さや面白さを感じ取りながら、

聴き取ったことと感じ取ったこと

との関わりについて考え、歌声

や旋律のよさや楽しさを見いだ

してミュージカルの音楽を聴い

ている。 

（２）楽器の音色や楽器群ごとの響

き、旋律の反復と変化を聴き取り、

それらのよさや美しさ、面白さを感

じ取りながら、聴き取ったことと感じ

取ったこととの関わりについて考

え、曲や演奏のよさを見出し、曲全

体を味わって聴く。 

【思―①】楽器の音色や楽器群ごと

の響き、旋律の反復と変化を聴き

取り、それらのよさや美しさ、面白

さを感じ取りながら、聴き取ったこと

と感じ取ったこととの関わりについ

て考え、曲や演奏のよさを見出し、

曲全体を味わって聴いている。 

主
体
的
に
学
び
に
取
り
組
む
態
度 

（３）いろいろな形態の合唱の響き

や、自分たちなりの表現に興味をも

ち、音楽活動を楽しみながら、主体

的・協働的に学習活動に取り組み、

合唱に親しむ。 

【主―①】いろいろな形態の合

唱の響きや、自分たちなりの表

現に興味をもち、音楽活動を楽

しみながら、主体的・協働的に

学習活動に取り組んでいる。 

（３）楽器群の響きや作品の背景に

興味をもち、音楽活動を楽しみなが

ら、主体的・協働的に学習活動に

取り組み、オーケストラの音楽に親

しむ。 

【主―①】楽器群の響きや作品の

背景に興味をもち、音楽活動を楽

しみながら、主体的・協働的に学習

活動に取り組んでいる。 



＜５年 音楽科 令和３年度  評価規準＞ 

                 題材名 

目標 

７．音楽の旅  

「子もり歌（共通教材）」 

               題材名 

目標 

８．豊かな表現を求めて 

「冬げしき（共通教材）」 

月・時数 １０月・６時間   月・時数       １１月・４時間 

知
識
及
び
技
能 

（１）曲想と旋律やリズムなど音楽の

構造との関わりについて理解すると

ともに、呼吸及び発音に気を付けて

歌う技能を身に付けている。 

【知―①】曲想と旋律やリズム

など音楽の構造との関わりに

ついて理解している。 

【技―①】呼吸及び発音に気を

付けて歌う技能を身に付けてい

る。 

（１）曲想と、拍とその流れなど音楽

の構造との関わりや、曲想と歌詞

の関わりについて理解するととも

に、各声部の楽器の音や全体の響

き、伴奏を聴いて、音を合わせて演

奏する技能を身に付ける。 

【知―①】曲想と、拍とその流れな

ど音楽の構造との関わりや、曲想

と歌詞の関わりについて理解して

いる。 

【技―①】各声部の楽器の音や全

体の響き、伴奏を聴いて、音を合

わせて演奏する技能を身に付けて

いる。 

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力 

（２）いろいろな国の音楽の旋律や

声、楽器の音色、音の重なり、拍の

有無を聴き取り、それらの働きが生

み出すよさや面白さを感じ取りなが

ら、聴き取ったことと感じ取ったことと

の関わりについて考え、曲の特徴に

ふさわしい表現を工夫し、どのように

歌うかについて思いや意図をもった

り、演奏のよさを見出して聴いたりす

る。 

【思―①】いろいろな国の音楽の

旋律や声、楽器の音色、音の重な

り、拍の有無を聴き取り、それらの

働きが生み出すよさや面白さを感

じ取りながら、聴き取ったことと感

じ取ったこととの関わりについて考

え、曲の特徴にふさわしい表現を

工夫し、どのように歌うかについて

思いや意図をもったり、演奏のよ

さを見出して聴いたりしている。 

（２）拍やその流れ、フレーズ、旋律

のもつリズムを聴き取り、それらの

よさなどを感じ取りながら、聴き取っ

たことと感じ取ったこととの関わりに

ついて考え、曲の特徴にふさわしい

表現を工夫し、どのように演奏する

かについて思いや意図をもつ。 

【思―①】拍やその流れ、フレー

ズ、旋律のもつリズムを聴き取り、

それらのよさなどを感じ取りなが

ら、聴き取ったことと感じ取ったこと

との関わりについて考え、曲の特

徴にふさわしい表現を工夫し、どの

ように演奏するかについて思いや

意図をもっている。 

主
体
的
に
学
び
に
取
り
組
む
態
度 

（３）我が国や諸外国に伝わる音楽の

特徴や、人々の暮らしとの関わりに

ついて興味をもち、音楽活動を楽し

みながら、主体的・協働的に学習活

動に取り組み、多様な音楽やその表

現に親しむ。 

【主―①】我が国や諸外国に伝

わる音楽の特徴や、人々の暮

らしとの関わりについて興味を

もち、音楽活動を楽しみなが

ら、主体的・協働的に学習活動

に取り組んでいる。 

（３）曲の特徴を生かした表現に興

味をもち、音楽活動を楽しみなが

ら、主体的・協働的に学習活動に

取り組む。 

【主―①】曲の特徴を生かした表現

に興味をもち、音楽活動を楽しみな

がら、主体的・協働的に学習活動

に取り組んでいる。 



＜５年 音楽科 令和３年度  評価規準＞ 

                 題材名 

目標 

９．ききどころを見つけて  

 

               題材名 

目標 

１０．わたしたちの表現〈器楽〉  

月・時数 １月・３時間 月・時数    １２月・４時間 １月・１時間 

知
識
及
び
技
能 

（１）曲想と旋律など音楽の構造との

関わりについて理解する。 

【知―①】曲想と旋律など音楽

の構造との関わりについて理

解している。 

 

（１）曲想と音楽の構造との関わり

について理解するとともに、各声部

の音や全体の響きを聴いて、音を

合わせて演奏する技能を身に付け

る。 

【知―①】曲想と音楽の構造との関

わりについて理解している。 

【技―①】各声部の音や全体の響

きを聴いて、音を合わせて演奏す

る技能を身に付けている。 

 

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力 

（２）楽器の音色、旋律や音型の反復

と変化、合いの手、速度を聴き取り、

そのよさや面白さを感じ取りながら、

聴き取ったことと感じ取ったこととの

関わりについて考え、曲のよさを見

出し、曲全体を味わって聴く。 

【思―①】楽器の音色、旋律や

音型の反復と変化、合いの手、

速度を聴き取り、そのよさや面

白さを感じ取りながら、聴き取っ

たことと感じ取ったこととの関わ

りについて考え、曲のよさを見

出し、曲全体を味わって聴いて

いる。 

（２）声部の関わり合いや全体の響

きを聴き取り、それらの働きが生み

出すよさや美しさ、面白さを感じ取

りながら、聴き取ったことと感じ取っ

たこととの関わりについて考え、曲

の特徴にふさわしい表現を工夫し、

どのように演奏するかについて思

いや意図をもつ。 

【思―①】声部の関わり合いや全体

の響きを聴き取り、それらの働きが

生み出すよさや美しさ、面白さを感

じ取りながら、聴き取ったことと感じ

取ったこととの関わりについて考

え、曲の特徴にふさわしい表現を

工夫し、どのように演奏するかにつ

いて思いや意図をもっている。 

主
体
的
に
学
び
に
取
り
組
む
態
度 

（３）様々な曲の特徴を見つけること

に興味をもち、音楽活動を楽しみな

がら、主体的・協働的に学習活動に

取り組み、オーケストラの響きに親し

む。 

【主―①】様々な曲の特徴を見

つけることに興味をもち、音楽

活動を楽しみながら、主体的・

協働的に学習活動に取り組ん

でいる。 

（３）音を合わせて演奏することに興

味をもち、音楽活動を楽しみなが

ら、主体的・協働的に学習活動に

取り組み、器楽合奏に親しむ。 

【主―①】音を合わせて演奏するこ

とに興味をもち、音楽活動を楽しみ

ながら、主体的・協働的に学習活

動に取り組んでいる。 

 



＜５年 音楽科 令和３年度  評価規準＞ 

                 題材名 

目標 

１１．わたしたちの表現〈歌唱〉                 題材名 

目標 

１２．わたしたちの表現 

   ～卒業式に向けて～  

月・時数 １月・３時間  月・時数   ２月・５時間 ３月・５時間 

知
識
及
び
技
能 

（１）曲想と音楽の構造との関わり

や、曲想と歌詞の内容との関わりを

理解するとともに、各声部の歌声、全

体の響き、伴奏を聴いて、自然で無

理のない歌い方で歌う技能を身に付

ける。 

【知―①】曲想と音楽の構造と

の関わりや、曲想と歌詞の内

容との関わりを理解している。 

【技―①】各声部の歌声、全体

の響き、伴奏を聴いて、自然で

無理のない歌い方で歌う技能

を身に付けている。 

（１）曲想と音楽の構造との関わり

や、曲想と歌詞の内容との関わりを

理解するとともに、各声部の音や歌

声、全体の響き、伴奏を聴いて、音

を合わせたり自然で無理のない歌

い方で歌ったりする技能を身に付

ける。 

【知―①】曲想と音楽の構造との関

わりや、曲想と歌詞の内容との関

わりを理解している。 

【技―①】各声部の音や歌声、全体

の響き、伴奏を聴いて、音を合わ

せたり自然で無理のない歌い方で

歌ったりする技能を身に付けてい

る。 

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力 

（２）声部の関わり合いやア全体の響

きを聴き取り、それらの生み出すよさ

や美しさ、面白さを感じ取りながら、

聴き取ったことと感じ取ったこととの

関わりについて考え、曲の特徴にふ

さわしい表現を工夫し、どのように歌

うかについて思いや意図をもつ。 

【思―①】声部の関わり合いや

ア全体の響きを聴き取り、それ

らの生み出すよさや美しさ、面

白さを感じ取りながら、聴き取っ

たことと感じ取ったこととの関わ

りについて考え、曲の特徴にふ

さわしい表現を工夫し、どのよ

うに歌うかについて思いや意図

をもっている。 

（２）声部の関わり合いやア全体の

響きを聴き取り、それらの生み出す

よさや美しさ、面白さを感じ取りな

がら、聴き取ったことと感じ取ったこ

ととの関わりについて考え、曲の特

徴にふさわしい表現を工夫し、どの

ように演奏するかについて思いや

意図をもつ。 

【思―①】声部の関わり合いやア全

体の響きを聴き取り、それらの生み

出すよさや美しさ、面白さを感じ取

りながら、聴き取ったことと感じ取っ

たこととの関わりについて考え、曲

の特徴にふさわしい表現を工夫し、

どのように演奏するかについて思

いや意図をもっている。 

主
体
的
に
学
び
に
取
り
組
む
態
度 

（３）声を合わせて歌うことに興味をも

ち、音楽活動を楽しみながら、主体

的・協働的に学習活動に取り組み、

合唱に親しむ。 

【主―①】声を合わせて歌うこと

に興味をもち、音楽活動を楽し

みながら、主体的・協働的に学

習活動に取り組んでいる。 

（３）音や声を合わせて演奏すること

に興味をもち、音楽活動を楽しみな

がら、１年間の学習を生かして、主

体的・協働的に学習活動に取り組

み、卒業式に演奏する曲に親しむ。 

【主―①】音や声を合わせて演奏

することに興味をもち、音楽活動を

楽しみながら、１年間の学習を生か

して、主体的・協働的に学習活動

に取り組んでいる。 

 


